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新時代に向かう東京の新しいシンボルとして、総合文化施設「東京
国際フォーラム」が旧都庁跡地に完成した。そしてここに、今まで
に例をみない巨大なアトリウムをもったガラスホールが創られた。
　東京国際フォーラムは、 4つのホールからなる「ホール棟」と、
多目的ギャラリーとして利用される世界最大のアトリウム空間「ガ
ラス棟」から構成される。特に、この膨大なガラス面をもったガラ
ス棟は、建物の美しさに加え、その安全性がより強く要求される。
このような建造物がどのような構造と技術で出来上がっていったの
か。安全性を求めて様々な解析や実証実験が行われ、工事が進めら
れていく様子を紹介しながら、ガラス棟の特徴と建設技術とをわか
りやすく解説する。

東京国際フォーラムには、今までに例をみない巨大なアトリウム（空
間）を持つガラスホールが建設された。この膨大なガラス面を持っ
た建造物がどのような構造と技術で出来上っていくのかを解説する。
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